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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第25期
第１四半期
累計期間

第26期
第１四半期
累計期間

第25期

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成23年
９月30日

売上高（千円） 802,797 683,0002,885,250

経常利益又は経常損失（△）（千円） 40,130 △41,291 △8,275

四半期純利益又は四半期（当期）純損失（△）（千円） 22,547 △26,084 △15,063

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 713,200 713,200 713,200

発行済株式総数（株） 14,284 14,284 14,284

純資産額（千円） 1,851,7911,619,8911,687,313

総資産額（千円） 2,258,3811,990,6482,028,874

１株当たり四半期純利益金額又は四半期（当期）純損失金額（△）

（円）
1,578.52△1,979.66△1,109.58

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 1,555.55 － －

１株当たり配当額（円） － － 3,000

自己資本比率（％） 80.4 79.7 81.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△17,652 △12,334 11,197

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△296,840△34,633 △57,094

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△43,512 △39,528△171,043

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 559,941 614,509 701,006

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純

損失金額であるため記載しておりません。　

　

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。　

（１）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、欧州の財政問題の混乱による世界経済の減速および円高の長期

化により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社が属するわが国ＣＲＯ（Contract Research Organization＝開発業務受託機関）業界は、既存企業の規模

拡大、Ｍ＆Ａ、廃業、さらには異業種も巻き込んだ再編淘汰が加速し、ＣＲＯ各社の競争は益々激化してきました。

このような状況の中、当社では、顧客ニーズに応えることにより、安定した収益を上げられる体制を構築すべ

く、前事業年度に引き続き構造改革を継続的に取り組んでまいりました。

この結果、当第１四半期累計期間の売上高は683百万円（前年同期比14.9％減）、営業損失は49百万円（前年同

期は営業利益35百万円）、経常損失は41百万円（前年同期は経常利益40百万円）、四半期純損失は26百万円（前

年同期は四半期純利益22百万円）となりました。

　

事業の業務別の業績は次のとおりであります。

①ＣＲＯ事業（派遣業務）

前事業年度は想定よりも退職や休職の増加で派遣者数が減ったものの、当第１四半期累計期間では、引き続き

経験者ＣＲＡへの需要が強く、また未経験ＣＲＡの派遣要請が回復傾向にあることから、当業務の売上高は383百

万円（前年同期比1.0％減）となりました。

　

②ＣＲＯ事業（受託業務）

前事業年度に終了した大型プロジェクトの影響が残っているものの、東日本大震災の影響で遅れていた新規案

件のプロジェクトが、当第１四半期累計期間から開始され、当業務の売上高は251百万円（前年同期比28.2％減）

となりました。

　

③ＣＲＯ事業（薬事申請業務）

東日本大震災の影響で外国からの引き合いが激減した影響が残り、当業務の売上高は46百万円（前年同期比

25.5％減）となりました。

　

④その他事業

当事業は研修業務であり、売上高は0百万円（前年同期比58.2％減）となりました。

　

（２）資産、負債及び純資産の状況

（流動資産）

当第１四半期末における流動資産の残高は、前事業年度末に比較して40百万円減少し、1,747百万円となりまし

た。主な要因は、有価証券の減少によるものです。
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（固定資産）

当第１四半期末における固定資産の残高は、前事業年度末に比較して１百万円増加し、242百万円となりまし

た。主な要因は、ソフトウェア仮勘定の増加によるものです。

　

（負債）

当第１四半期末における負債の残高は、前事業年度末に比較して29百万円増加し、370百万円となりました。主

な要因は、未払金・未払費用や預り金の増加によるものです。

　

（純資産）

当第１四半期末における純資産の残高は、前事業年度末に比較して67百万円減少し、1,619百万円となりまし

た。主な要因は、四半期純損失の計上と配当金の支払いによるものです。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、614百万円となりました。

また、当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりです。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は12百万円（前年同期比５百万円減）となりました。これは主に、税引前四半期

純損失を計上したものの、売上債権が前年同期に比し減少したことによるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は34百万円（前年同期比262百万円減）となりました。これは主に、定期預金の預

入による支出によるものです。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は39百万円（前年同期比３百万円減）となりました。これは配当金の支払による

ものです。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（５）研究開発活動

該当事項はありません。

　

（６）従業員数

当第１四半期累計期間において、提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　

（７）生産、受注及び販売の実績

当第１四半期累計期間において、ＣＲＯ事業（受託業務）の受注が著しく増加しています。これは主に、16億円

規模の受託案件を受注したためです。

　

（８）主要な設備

当第１四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前事業年度末における計画の著し

い変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,744

計 33,744

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,284 14,284

大阪証券取引所　

（JASDAQ市場　

　　 スタンダード）　

（注）２.

計 14,284 14,284 － －

（注）１．「提出日現在発行数」欄には、平成24年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

　　　２．  単元株制度を採用していないため、単元株式数はありません。

　　　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 14,284 － 713,200 － 378,246

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －　

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　1,108 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　13,176       13,176 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 14,284 － －

総株主の議決権 － 13,176 －

　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ＭＩＣ 

メディカル　

東京都文京区湯島

二丁目31番27号　
1,108 ― 1,108 7.75

計 － 1,108 ― 1,108 7.75
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２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び前第１四半期累計期間（平成22

年10月１日から平成22年12月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第１四半期会計期間（平成

23年10月１日から平成23年12月31日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成23年10月１日から平成23

年12月31日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年９月30日)

当第１四半期会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 800,133 864,126

売掛金 523,661 497,715

有価証券 301,978 201,943

仕掛品 14,477 15,265

その他 150,856 168,730

貸倒引当金 △3,315 △15

流動資産合計 1,787,791 1,747,765

固定資産

有形固定資産 62,219 70,023

無形固定資産 52,241 64,211

投資その他の資産 126,621 108,648

固定資産合計 241,082 242,883

資産合計 2,028,874 1,990,648

負債の部

流動負債

未払法人税等 1,890 －

賞与引当金 173,851 91,368

その他 165,818 279,388

流動負債合計 341,560 370,757

負債合計 341,560 370,757

純資産の部

株主資本

資本金 713,200 713,200

資本剰余金 378,246 378,246

利益剰余金 686,893 621,281

自己株式 △126,866 △126,866

株主資本合計 1,651,473 1,585,861

新株予約権 35,839 34,029

純資産合計 1,687,313 1,619,891

負債純資産合計 2,028,874 1,990,648
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 802,797 683,000

売上原価 528,158 524,680

売上総利益 274,638 158,320

販売費及び一般管理費 239,102 207,451

営業利益又は営業損失（△） 35,535 △49,131

営業外収益

貸倒引当金戻入額 － 3,300

受取利息 489 419

有価証券利息 284 125

受取地代家賃 1,007 578

業務手数料収入 2,572 3,065

為替差益 － 5

その他 258 345

営業外収益合計 4,612 7,841

営業外費用

為替差損 17 －

その他 0 0

営業外費用合計 17 0

経常利益又は経常損失（△） 40,130 △41,291

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,803 －

新株予約権戻入益 － 1,810

特別利益合計 3,803 1,810

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 4,556 －

固定資産除却損 － 83

特別損失合計 4,556 83

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 39,377 △39,564

法人税等合計 16,829 △13,480

四半期純利益又は四半期純損失（△） 22,547 △26,084
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

39,377 △39,564

減価償却費 10,317 7,484

株式報酬費用 4,479 △1,810

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,803 △3,300

賞与引当金の増減額（△は減少） △83,896 △82,483

受取利息及び受取配当金 △489 △419

有価証券利息 △234 △91

固定資産除却損 － 83

売上債権の増減額（△は増加） △57,679 25,946

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,068 166

前受金の増減額（△は減少） 1,532 △6,364

未払金の増減額（△は減少） 10,339 17,342

未払費用の増減額（△は減少） 22,746 31,491

未払消費税等の増減額（△は減少） 13,728 18,920

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 4,556 －

その他 24,255 20,831

小計 △15,837 △11,766

利息及び配当金の受取額 74 1,321

法人税等の支払額 △1,890 △1,890

営業活動によるキャッシュ・フロー △17,652 △12,334

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000 △150,520

定期預金の払戻による収入 － 100,000

有価証券の取得による支出 △200,740 △100,000

有価証券の償還による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 － △6,893

無形固定資産の取得による支出 － △650

貸付金の回収による収入 3,900 3,300

敷金及び保証金の回収による収入 － 20,129

投資活動によるキャッシュ・フロー △296,840 △34,633

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △660 －

配当金の支払額 △42,852 △39,528

財務活動によるキャッシュ・フロー △43,512 △39,528

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △358,004 △86,496

現金及び現金同等物の期首残高 917,946 701,006

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 559,941

※
 614,509
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる

場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

【追加情報】

当第１四半期累計期間

（自　平成23年10月１日

  　至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第

114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平

成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率の引下

げ及び復興特別法人税の課税がおこなわれることとなりました。

　これに伴い、繰延税金資産の計算に使用する法定実効税率は従来の40.69％から、平成24年10月１日に開始する事業年

度から平成26年10月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異については38.01％に、平成27年10月１日に

開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異については35.64％となります。この税率変更により、繰延税金資

産の金額は1,628千円減少し、法人税等調整額（借方）は1,628千円増加しております。
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲載されている科目の金額との関係

（平成22年12月31日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲載されている科目の金額との関係

（平成23年12月31日現在）

 千円

現金及び預金勘定 758,561

有価証券勘定 502,333

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △400,599

取得日から３ヶ月以内に償還期限の

到来しない有価証券　 △300,354

現金及び現金同等物 559,941

　

 千円

現金及び預金勘定 864,126

有価証券勘定 201,943

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △351,559

取得日から３ヶ月以内に償還期限の

到来しない有価証券　 △100,000

現金及び現金同等物 614,509

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月22日

定時株主総会
普通株式 42,852 3,000平成22年９月30日平成22年12月24日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月22日

定時株主総会
普通株式 39,528 3,000平成23年９月30日平成23年12月26日利益剰余金
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（持分法損益等）

　該当事項はありません。　

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、ＣＲＯ事業の単一セグメントであるため、記載は省略しております。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純

　損失金額（△）
1,578円52銭 △1,979円66銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円） 22,547 △26,084

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（千円）
22,547 △26,084

普通株式の期中平均株式数（株） 14,284 14,284

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 1,555円55銭 －

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 212 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前事業

年度末から重要な変動があったものの概要

当四半期会計期間末におい

て希薄化効果を有しない潜

在株式の該当はありません。

　

当四半期会計期間末におい

て希薄化効果を有しない潜

在株式の該当はありません。

　

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純

損失金額であるため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月７日

株式会社ＭＩＣメディカル

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 沼田　敦士　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐野　明宏　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＭＩＣ

メディカルの平成23年10月１日から平成24年９月30日までの第26期事業年度の第１四半期会計期間（平成23年10月１

日から平成23年12月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半

期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＩＣメディカルの平成23年12月31日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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